
 

2025年5月8日（木）

≪　今日の主なニュース　≫　　　　　　　　　　　　　　   　　〜 日経ニュースなどを中心に抜粋 〜
◆国の税収、3月は15.8%増　預金金利上昇で利子所得伸びる

・財務省は3月の国の一般会計税収が前年同月比15.8%増の4兆2058億円だったと発表した。所得税が1兆2877億

円と17.2%伸びた。銀行が預金金利を引き上げた影響で、利子所得からの税収が拡大した。消費税は1兆4276億円

と22.9%増えた。

◆コメ店頭価格17週連続上昇　備蓄米、包装対応が流通の壁

・農林水産省が発表したコメの平均店頭価格（5キログラム）は、前週比12円（0.3%）高い4233円だった。17週連続で

値上がりした。割安な政府備蓄米が店頭に並びだしておよそ1カ月がたつが、価格の上昇を抑えられていない。コメ

卸は新しい包装を準備するなどの手間が必要で、流通に時間がかかる一因になっている。

◆外食の回復二極化　2人以上世帯の支出最高、単身はコロナ前に戻らず

・外食消費が二極化。2024年に2人以上世帯の支出額はインフレもあって過去最高に。単身世帯は右肩下がりでコ

ロナ前のレベルに戻っていない。飲食店側も業態で明暗が分かれる。物価変動の影響を除く実質の水準はファスト

フード店がコロナ前を上回るのに対し、居酒屋は7割に届かない。まだら模様の回復は内需の鈍さの一端を映す。

≪　業界ニュース　≫　　　　　　　　〜 日経ニュース・日刊工業新聞・新建ハウジングなどを中心に抜粋 〜
◆TOTO、中国事業悪化で純利益6割減―2025年3月期決算

・TOTOが発表した2025年3月期決算は売上高が前期比3.2%増の7244億円、純利益が同67.3％減の121億円。中

国において中級市場が拡大する市場の変化への対応が遅れ業績が悪化。中国事業で341億円の減損損失を計上。

基幹事業となる日本住設事業の売上高は住宅・パブリック向けともにリモデルが伸長、前期比1.7％増の4813億。

◆LIXIL、増収増益　国内リフォームと海外事業がけん引―2025年3月期決算

・LIXILが発表した2025年3月期連結決算は、売上収益が前年同期比1.4％増の1兆5047億円、事業利益が同35.3

％増の313億円で増収増益。リフォーム需要の拡大と、海外水まわり事業の構造改革効果が寄与。最終利益は20

億円（前年同期は139億円の損失）。リフォームの売上構成比は54％で、前年から3ポイント上昇。

◆25年度「空き家対策モデル事業」を募集　計画策定費用も対象

・国土交通省は2025年度の「空き家対策モデル事業」の募集を開始。民間事業者などによる空き家の活用に係る

モデル的事業を支援。募集テーマは、①官民連携による独創的な空き家に関する相談対応の充実、②空き家に

関連する新たなビジネスモデルの構築、③新たなライフスタイルや居住ニーズに対応した空き家の活用の3種類。

≪　注目商品　≫
■リンナイ、イタリアデザインのレンジフード「AGG」シリーズ

・イタリアデザインのレンジフード「AGG」シリーズを発売。イタリアのエリカ社と富士工業の

合弁会社であるアリアフィーナのブランドフィロソフィーを踏襲したレンジフード。風量おまか

せ運転や、お掃除のしやすい構造により、美しさと機能性を兼ね備える。

■三協立山　サーモウッド使用の格子フェンス　「フレラインフォルテ 木製格子」

・大型フェンスの格子部分に熊本県産スギ材を加工したサーモウッドを使用。220℃以上の高

温で熱処理し、薬剤を塗布・注入することなく高い防腐性・防虫性を実現。反りや割れなどの

経年劣化も抑制。支柱と胴縁に高強度のアルミ形材を使用し、強度と耐久性を高めた。

■ハイアールジャパンセールス、コンパクト設計の16Lオーブンレンジ

・自炊に便利な機能とお手入れしやすい設計で、ひとり暮らし・ふたり暮らしをサポート

するコンパクト設計の16Lオーブンレンジ（JM-FV16A）を2025年5月15日から全国の

家電量販店、ホームセンター、GMS、などで順次発売。


